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ucodeを⽤いた会議⽀援システム
「Conference@ID（カンファレンスエイド）」を開発
〜リモコン端末でネットワーク上の情報や機器を簡単操作〜

 ⽇本電信電話株式会社（以下ＮＴＴ、東京都千代⽥区、代表取締役社⻑︓和
⽥ 紀夫）と国⽴⼤学法⼈東京⼤学（以下東京⼤学、東京都⽂京区、総⻑︓⼩
宮⼭ 宏）は、ucode（ユーコード）(＊1)を⽤いてネットワーク上の情報や機
器をリモートコントローラ端末（以下リモコン端末）で簡単に操作可能な会議
⽀援システム「Conference@ID（カンファレンスエイド）」（別紙）を開発し
ました。本システムは、リアルな機器とネット上にある情報をucodeを使って
セキュアに対応付けたことに加え、ビデオデッキ等の基本機能と同じリモコン
操作モデルを採⽤したことにより、誰にでも簡単に安⼼してご利⽤いただけま
す。
 また、NTTと東京⼤学は、これを機にucodeによる情報と機器の対応付けに
よるユーザビリティの更なる向上を⽬指し、ネットワーク社会における新たな
サービスの実現に向け、共同研究開発を推進していきます。

１．背景と⽬的
 会議の席上において、PC、プロジェクタ等、情報機器を利⽤する事が⼀
般的になっています。しかし、電⼦化された情報を近隣の出席者と共有し
たり受け渡すことや、プロジェクタ画⾯をプリントアウトすることが意外
と⾯倒であったりします。これは、機器同⼠の接続や設定、また情報と機
器の対応付けに⼿間がかかるといった、煩雑な操作⼿順を必要とするため
です。
 そこで、NTTサイバーソリューション研究所（以下NTT研究所）と東京
⼤学・坂村健研究室は、<１>リモコン端末での簡易な操作モデル<２>電⼦
化された情報（バーチャル）と、⽬の前に存在する情報機器（リアル）の
融合<３>情報機器とリモコン端末、およびそれらと協調して動作するサー
バ群で構成することにより、誰にでも簡単に安⼼してご利⽤いただけるシ
ステムを実現しました。

２．本システムの特徴
 下記の実現⽅法を採⽤している点が特徴です。

https://www.ntt.co.jp/news/news06/0611/061128a_1.html


<１>簡易なリモコン状の⼩型端末で全ての操作が完結します。
<２>リモコン端末内には、情報やファイルそのものを持たないため、セキ

ュアな構成となっています。
<３>リモコン端末と機器とのやりとりは、企業内ネットワークや家庭内ネ

ットワークでそのまま使⽤できるプロトコル(HTTP等)で構成されて
います。

３．技術のポイント
（１）５基本操作モデルによるユーザインタフェース技術
 多くの⼈々が慣れ親しんでいるVHS、DVD、HDDレコーダ等の基本操
作である、再⽣・録画・早送り・巻き戻し・停⽌/⼀時停⽌の５動作であ
る点に着⽬し、本技術も５つの基本動作に絞る事により、下記のように
抽象化した簡易なユーザインタフェースを実現しました。
・ [PLAY]:情報などの処理・実⾏の指⽰を抽象化したもの
・ [STOP]:情報の処理や実⾏、操作の停⽌の指⽰を抽象化したもの
・ [FIND]:情報やコンテンツの検索の指⽰を抽象化したもの
・ [STORE]:情報の蓄積の指⽰を抽象化したもの
・ [MOVE]:情報の移動の指⽰を抽象化したもの
 このような基本操作モデルを規定することにより、複雑になりがちな
情報機器の操作をシンプルに提供することができます。

（２）セキュリティ技術
 リモコン端末内に情報やファイルそのものを取り扱わない構成になっ
ていることで、端末の紛失による情報漏洩が防⽌できます。また、リモ
コン端末を利⽤する際には、操作者の認証を⾏うと共に、情報やファイ
ルそのものは、暗号化して通信していますので、安⼼して利⽤できま
す。

（３）プロトコル技術
 ucodeと機器を結びつけるサーバ群と、ucodeを⽤いて情報や機器を検
索・操作するリモコン端末、さらにリモコン端末の指令を受けて情報を
サーバから取得し処理をする機器から構成されています。また、その機
器間の通信は、HTTPをベースとしたプロトコルで通信され、その電⽂内
容はXMLにより記述されています。これにより、既存の企業内ネットワ
ークでも、ネットワーク構成を⼤きく変更する必要が無いため、利⽤し
やすくなっています。

４．今後の展開
 両者は、共同研究にて、ucodeによるサービス構成⽅法、ucodeによるネ



ット上に存在する情報と実空間に存在する機器の連携⽅法、および、抽象
化された５基本操作の有効性を検証することにより、ネットワーク社会に
おいて、「誰でも」「安⼼して」「簡単に」情報を操作できる世界を実現
できるよう研究開発を推進していきます。

［⽤語解説］
(＊1)ucode

T-Engineフォーラム（代表︓坂村健東京⼤学教授）が提唱するユビキタ
ス・コンピューティングのためのID体系で使⽤されるコードのことで
す。このucodeは、⾮常に広いアドレス空間（最⼩構成で128bit）を有す
るメタコード体系であり、既存のIDとの親和性も⾮常に⾼い点が特徴で
す。また、ucodeの封⼊する媒体のバラエティも豊富です。
T-Engineフォーラム URLhttp://www.t-engine.org/index.html

・別紙 会議⽀援システム「Conference@ID（カンファレンスエイド）」

［本件に関する問合せ先］
東京⼤学⼤学院情報学環・坂村健研究室
越塚
Tel︓03-5841-2385
E-mail︓koshizuka@sakamura-lab.org

ＮＴＴサイバーコミュニケーション総合研究所
企画部広報担当 河野・⼭下
Tel︓046-859-2032
URL︓https://www.ntt.co.jp/cclab/contact/index.html
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